
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

　立川福祉委員の訪問活動に同行し、お話を伺いま
した。

Q.福祉委員は何年目ですか？
　3年目、あと1年あるなぁ。前は、民生委員として
広い範囲を見守りしょうたけど、今は福祉委員でお
互いによう知ったところじゃ。

Q.見守りをする時に気を付けている事は？
　活動中に知り得たことは他にもらさない。他は、
認知症の人とか、歩き姿・服装で『あれ、おかしいぞ』
と思う事があると、こっちから「どねぇしょうるん」と
声をする事がある。
　地域助けあい事業で、今は２人の見守りをしとる。
声かけが難しいところがあるけぇど、市役所と社協
と一緒に見守りをすすめていきょうる。

Q.助けあい会議にも出席して下さっているんですね。
　うちの地区の助けあい会議は、自治会長や民生委
員、愛育委員、福祉委員など色々な立場の人が参
加しょうる。それぞれの立場で地域を総合的に見て

↑ Aさん(右）宅を訪問する福祉委員の立川信政さん（左）【勝山】

「気付き」は普段の会話から「気付き」は普段の会話から

足の具合は
　　どんな？

みんなで地域を見守ろうみんなで地域を見守ろう
福祉委員活動福祉委員活動

いく事が「みんなで地域を見守る」ことにつながりょ
うるんじゃないかなぁ。

Q.これから福祉委員になる人にアドバイスはありま
すか？
　近所とか、会ったときにできるだけ話をすること。
世間話の中から気になることがあったり、心配事と
かが出てくる。「自分じゃどうもできんな」と思う事
があったら、民生委員や社協に連絡する。福祉委員
は関係機関とのパイプ役じゃけぇな。

立川福祉委員：

Aさん：

立川福祉委員：
Aさん：

「こんちは。お母さん、どねぇしょうる
ん？」

「あれー、のぶちゃんじゃが。上がりねぇ。
寒いけぇ、足でも入れねぇ。」

「変な電話がかかって来とらん？」
「若い人からかかってきたら分からんふり
して切っちゃるんじゃ。」
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寒いけぇ、足でも入れねぇ。」

「変な電話がかかって来とらん？」
「若い人からかかってきたら分からんふり
して切っちゃるんじゃ。」

「こんちは。お母さん、どねぇしょうる
ん？」

「あれー、のぶちゃんじゃが。上がりねぇ。
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↑体調や生活の様子を伺う立川福祉委員
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福
祉
委
員
活
動
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、
身
近
な
地
域
の
福

祉
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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で
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。

　

市
内
の
福
祉
委
員
は
８
５
２
名
で
す
。
地

区
社
協
や
真
庭
市
社
協
と
協
力
し
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見
守

り
・
た
す
け
あ
い
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ッ
ト
ワ
ー
ク
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図
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参
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員
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し
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安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
む
け
た
活
動
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り
組
ん

で
い
ま
す
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身
近
な
地
域
の
見
守
り
が
、
困
り
ご
と

を
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
支
援
機
関
に

早
期
に
つ
な
げ
ま
す
。

見
守
り
活
動
な
ど
福
祉
委
員
の
活
動
は
、
継
続
さ
れ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
期
、
福
祉
委
員
へ
活
動
内

容
と
次
の
フ
ァ
イ
ル
の
引
き
継
ぎ
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
福
祉
委
員
〈
活
動
の
手
引
き
〉

・
福
祉
委
員
か
ら
の
お

知
ら
せ(

回
覧
版
）

＊
助
け
あ
い
会
議
「
見

守
り
活
動
記
録

票
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
社
協
へ
ご
返

却
く
だ
さ
い
。

★
困
り
ご
と
に
気
づ
く
ア
ン
テ
ナ
役
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困
り
ご
と
を
社
協
や
民
生
委
員
等
関
係

機
関
に
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

★
地
域
の
身
近
な
見
守
り
役

役
割
は
？
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自
治
会
長
が
「
福
祉
活
動
に
熱
意
の
あ

る
方
」
を
選
任
、
社
協
会
長
が
委
嘱
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自
治
会
か
ら
原
則
１
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の
選
出
と
任
期

２
年
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

選
出
方
法
は
？

福
祉
委
員
を
交
代
さ
れ
る
方
へ

　
　(

引
き
継
ぎ
の
お
願
い
）

図1  見守り・たすけあいネットワーク 

社協サービス 行政サービス 

自治会長 隣近所の方 

ボランティア 
民生委員・児童委員 

福 祉 委 員 

地区社協 

ふれあいサロン 

本 人 

★困りごとの発見､情報の伝達･共有 ★日常的な見守り･たすけあい活動

★福祉に関する情報提供 ★地域福祉活動への参加・協力

　自治会内で困って
いる方を早期に発見
し、困りごとを社協
や民生委員等関係機
関に相談します。
・ゴミ出しが大変
・介護のことで悩んで
いる　など

　社協だよりの配布や地区
社協が実施する福祉行事な
どの情報を地域の方に提供
します。
　「福祉委員からのお知ら
せ」（回覧版）や声かけによ
り情報提供をします。

　助けあい会議や座談会へ
の参加をはじめ、ふれあい
サロンや地区社協活動等へ
の協力、参加を行います。
　福祉活動の財源となる社
協会費や共同募金など、社
協活動への協力をお願いし
ています。

　一人暮らし高齢者や障がいを持った方、子育
て世帯など、援助を必要としている人が、地域で
孤立することなく安
心して生活できるよ
うに、見守り活動や
助けあい活動を行い
ます。

活動
内容



【
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※
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。
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す
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26日（木）

12日(木）

25日（水）

６ 日（金）

19日（木）

13日（金）

６ 日（金）

  9時～12時

電話（0867）４２－１００５電話（0867）４２－１００５

　暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談
など日常のさまざまな心配ごとについて相談を受け付
け、解決に向けて支援します。※秘密は固く守られます。

　暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談
など日常のさまざまな心配ごとについて相談を受け付
け、解決に向けて支援します。※秘密は固く守られます。

※相談は無料です。予約は必要ありません。
3月の予定心配ごと相談所

北房
落合
久世
勝山
湯原
中和
八束

（真庭市役所北房振興局）

（落合老人福祉センター）

（真庭市役所本庁舎）

（勝山保健福祉センター）

（真庭市役所湯原振興局）

（中和デイサービスセンター）

（八束老人福祉センター）

お気軽にご相談ください
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典
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。
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津
山
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ク
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ト
販
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株
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会
社

様
よ
り
、自
走
式
車
イ
ス
１
台
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
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。

　

八
束
支
所
に
配
置
し
、市
民
へ

の
無
料
貸
出
や
学
校
や
地
域
で
行

う
福
祉
体
験
教
室
等
で
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

↑ヤクルトレディ (左）から贈呈

　妊娠期から産後１年未満の母親と子どもを対象に、
真庭市が子育てサポーターを派遣し、家事支援や育児
支援を行うことで産前・産後の生活をサポートする事
業です。
　母親の心身の不調により家事や育児が困難な方、産
後の育児支援者の協力を得ることが難しい方が利用で
きます。利用にあたっては、１時間500円の自己負担
が必要です。

　赤い羽根共同募金に温かいご支援､ご協力をいただ
き、ありがとうございました。この募金は、福祉活動に
有効に活用させていただきます。

真庭市子育て支援
サポーター派遣事業

マメ知識マメ知識

【お問い合せ】

実績報告 赤い羽根共同募金
共同募金(一般募金)
　　　￥6,083,822-
地域歳末たすけあい募金
　　　￥3,108,151-

真庭市はぐくみセンター (健康推進課）
☎0867-42-1816
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落合支所通信

広報担当の
つぶやき

3月といえば、「桃の節句」「耳の日」「卒業式」など色々ありますが、3月9日は語呂合
わせで「サンキューの日」だそうです。「ありがとう」と言える人でありたいですね。

真庭市社協HP

すこやか教室すこやか教室 ～地区社協でふれあい交流～

　落合地域では、７つの地区社協ごとに、地域
の高齢者を対象にまなびとふれあいの場としての
「すこやか教室」を開校しています。
　この教室は、各地区社協で年２回から６回開
催され、健康づくりや介護予防、特殊詐欺の講
座等で学び、レクリエーションや会食等を通して
交流を行っています。
　また、教室への参加の呼びかけを行うことが、
高齢者の見守り声かけ活動にも繋がっています。
　このうち、2月9日(日)に開催された美川地区
社会福祉協議会の「関地区すこやか教室」の様
子を紹介します。
　この日は、雪が降る寒い日でしたが、関コミュ
ニティハウスに60歳以上の49名が集い、午前中
は健康教室で体操や手遊びをしながら頭の体操
をしました。その後、地域の栄養委員やボランティ
アの手作り弁当をみんなでいただき、アトラクショ
ンの「昔べっぴん一座」による華やかなショーで、
楽しいひと時を過ごしました。

参加者の声
★お弁当も美味しかったし、楽しかったし、来て
良かったです。

★この教室で、いつもはなかなか会えない方々に
久しぶりに会うことができるので、毎年楽しみ
にしています。　　　　　　　　　　　　　

実行委員の声
★皆さん、笑顔で盛り上がってくれたので良かった
です。楽しみにしてくださっているので、来年に
向けて考えていきたいです。

　真庭市社協では、蒜山地域の3支所(中和・八束・
川上）の呼びかけで「蒜山で安心して子育てできる
地域づくりを考える会」を今年度から開催しています。
　この会は、子育て中の親や主任児童委員、地域の
子育て支援者が集い、7月から12月までに3回開催
し、子育てに関する情報交換や困りごとについて話し
合いました。
　また、10月には、子育て世代が困っていることを
知り、それぞれの立場で支援出来ることは何かを考え
ようと、子育て中の母親44名にアンケート調査を行
いました。
　アンケート結果（右列参照）を受け、子育て支援サー
ビスの情報発信、遊びや食事メニューの提案、預か
り支援に協力可能なボランティア団体・個人に声を
かけ、子育て支援の輪を広げる必要があることを確認
しました。
　次回は、3月中に会の開催を予定し、今後の具体
的な動きについて話し合います。

・母親の病院受診や体調不良時、学校行事や
土日・祝日に仕事の場合、子どもを預けるこ
とが出来ない。
・離乳食や子どもの食事について悩んでいる。
・「子育て支援サポーター派遣事業」⑴などの
子育て支援情報について約7割が知らない。
・近くに公園がない。　
　⑴ ３頁、マメ知識をご覧ください。

子育て応援します！
蒜山地域の実践報告

アンケートのまとめ

←「7月誕生フォト」
　親子で記念撮影
　（八束支所内）

コミュニティカ
フェみつがしわ
（八束）で浴衣を
着たよ♪

↑歌謡ショーに見入る参加者（関地区）
＊美川地区社会福祉協議会は、関、
   栗原、一色、別所・佐引地区
　ごとに年1回、すこやか教室を開催。


